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執筆•投稿規定

1.原稿の内容は未公刊のものに限る。執筆者（主著者）は、関西大学臨床心理専門職大学院の教員、大学院生、

及び臨床心理学関連専攻を修了した者とする。その他の著者については、編集委員会が本学の活動に寄与す

ると認める場合、掲載することができる。

2.本誌では事例研究論文は原則として受け付けない。事例研究以外の研究においても執筆者は論文の内容およ

び研究方法について、人権の尊重に責任を持ち、可能な限り対象者の了解を得ることとする。論文に事例が

含まれる場合は、記載する情報を最小限にして、プライバシーの保護に十分配慮すること。研究・論文作成

上の配慮の方法に関しては、関西大学大学院心理学研究科研究・教育倫理綱領に従う。

3. 原稿は原則としてワープロ入力で作成すること。 A4（縦）用紙に横書きで、 1ページは 1200字 (40字X 30 

行）とする。日本語の論文は常用漢字・現代仮名遣いを用い、数字は算用数字を用いること。読点は「、」、

句点は「。」とする。

4. 原稿の枚数は 12枚以内とする。ただし、編集委員会が認める場合にはこの限りではない。図表はその大きさ

を本文に換算して枚数に算入すること。

5. 原稿の内容は、表題•著者名・所属を冒頭に記し、要約 (600 字以内）・キーワード (5 項目以内） •本文・付

記・謝辞・文献の順で構成する。

6.図表や写真は別紙で用意し、図 1、表 1など通し番号をつけ、それぞれに題と内容を原則として和文で記す

こと。図の題はその下部に、表や写真の題はその上部に付ける。また。本文中の挿入箇所を明示すること。

7.印刷原稿2部とともに、電子記録媒体に保存した原稿のデータファイル 1部を提出すること。データファイ

ルは MS-Wordまたはテキスト形式とする。電子記録媒体は執筆者に後日返却する。

8. Th.・ Cl.・ SCなどの略語は、記述が重複して煩雑になるのを避けるために用いる場合のみ、初出の際にその

略語の意味を明示した上で使用すること。

9.外国の人名、地名等の固有名詞は原則として原語を用いる。その他の外国語はなるべく訳語を用いること。

外国語を用いる場合には、初出の際、日本語読みを（）内にカタカナ表記する。

10.本文中に文献を引用した場合は、引用した箇所を「」でくくり明示すると同時に、著者名又は論文名と公

刊年を記載すること。訳本の場合には、原典の発行年と訳本の発行年を‘/＇で併記する。著者が複数いる場合

は、 3名までは著者名を挙げ、それ以上は和文献であれば＇ら＇、洋文献であれば ‘etal' を用い省略して記

載する。

11. 引用・参考文献は、論文の最後に、著者名のアルファベット順に一括して記載すること。文献は下記のよう

に記載する。

（日本語著書）

中田行重 (2003)：キャンパスにおけるコミュニティ・アプローチの展開 村山正治（編）「コミュニティ・

アプローチ特論』日本放送出版協会 pp, 89-100. 

（外国語著書）

Rogers, C. R. (1951) : Client-centered therapy. Boston, Houghton Mifflin. 

（訳書）

Rappaport, L. (2009) Focusing-0ガentedArt Therapy. London, Jessica Kingsley Publisher. ラパポート、

E. （池見 陽・三宅麻希訳）『フォーカシング指向アートセラピー』誠心書房 2009. 

文中に表記する場合： Rappaport2009/2009 

原文からの引用を文中に表記する場合： Rappaport(2009, p. 12)は “welean to draw…." 
翻訳からの引用を文中に表記する場合：ラパポート (2009,p. 15)は「私たちは言葉を話せるようになる

前に・・・」

① 雑誌の場合：著者名、公刊年（西暦）、論題、誌名、巻、号、記載頁の順で記載する。

雑誌名の記載に際しては、「心研」「J.Clin.Psychol．」といったような略記はしない。なお、雑誌名も書名

と同様に『』にくくるか、欧米言語の場合はイタリックとする。

巻、号、ページ数については次の例のように表記する。 31(2) : 46-57 (31巻、 2号、 46-57ページ）。

② 単行本の場合：著者名、発行年度（西暦）、コロン、「書名』、発行所、引用頁の順序とする。外国語の著

書は書名をイタリックとし、発行都市名、発行所、引用頁の順とする。

ただし編者と担当執筆者の異なる単行本の場合は、該当執筆者を筆頭にあげ、以下、発行年度、論題、

編者名、『書名』、発行所、頁の順とする。

③ 著者名を基準にした一括記載の場合、同一著者で 2種以上の文献がある場合は発行年度順とし、さらに

同年度に同一著者の 2種以上の文献がある場合には 2000a、2000bのように区別して記載すること。

12. 英文で論文を投稿する場合は、 A4（縦）用紙 l枚につき約 300語で図表を含め、 12枚以内とする。

13. 印刷上特別の費用を要する事情が生じた場合は、当該執筆者により負担すること。

14. 執筆者には論文抜き刷り 20部を贈呈する。それ以上は執筆者の負担とする。

15. 原稿の採択は関西大学臨床心理専門職大学院紀要編集委員会によって決定を行う。
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